
私立大学情報教育協会 

平成 29年度第3回法律学教育FD／ICT活用研究委員会議事概要 

 

Ⅰ.日時  平成29年12月23日（土） 10：30-12：00 

Ⅱ.場所  公益社団法人 私立大学情報教育協会事務局 

Ⅲ.出席者 加賀山委員長、執行委員、中村委員、髙嶌委員、吉野委員、笠原アドバイザー 

事務局 井端事務局長、森下、中村 

Ⅳ．資料 

① 市民性の涵養を目指した法政策フォーラム型授業モデルの詳細設計  

検討事項の整理（メモ） 

   ② Glexa（グレクサ）資料 

   ③ 法学系分野「法政策フォーラム型授業の運用」中村委員 

 

Ⅴ．検討事項 

１．フォーラム型授業モデルの詳細設計について 

   事務局より前回の会議の要旨と資料の説明を行った後、中村委員から前回の検討を踏まえて 

作成された「ICTを活用した分野横断フォーラム型授業の提案」及び、対話集会での報告内容 

が説明された。 

 

    (1) 「ICTを活用した分野横断フォーラム型授業のモデル」について 

   以下の点が確認された。 

① 一人の教員が担う授業の弱点を補い、具体的な事実から理論へ繋げるボトムアップ式の

教育モデル。 

② そのため、分野横断的な問題について複数分野の教員が参加してネット上にフォーラム

を形成し学生に議論させる授業モデル。 

③ テーマについては、具体例を挙げ、演繹的ではなく帰納的に展開させる。 

④ 対立する意見から最適解を発見する過程において、制約条件の設定が重要である。 

     また、他分野からの批判は重要であり、知識習得から批判的思考力の獲得や、いろいろな

知識を組み合せる創造的思考力が重要であることも確認された。 

 

(2) 授業モデルの運用について 

        授業モデル運用は、教員関与の割合の低減に沿ってフェーズ1からフェーズ3とすること

を確認した。 

       フェーズ 1： 検討課題の提示と、課題を解くための基本事項についての共通認識 

       フェーズ 2： 論点に関する意見の相違を認識し準備的討論にむけた問題を整理 

       フェーズ 3： 課題解決を目指す最終的討論と結論の社会への発信 

         それぞれのフェーズでは、「発想力」「分析力」「論証力」「説得力」「調整力」だけでなく、

「質問力」やネットを活かした「振り返り」、「まとめ」が重要であることが確認された。 

 

（3）その他、以下の議論がなされた 

      ・ ネット上で成果を共有できる場所が必要である。 

      ・ フォーラムの作り方の問題で、全体を見ることができればよい。 

      ・ まとめを見ることができる様に、要旨をまとめる書記担当を置くのは重要であり、記録

役は学生が担うべきである。 

      ・ 解決案の提示だけではなく、「発信」を付けるべきである。 

 

これらの点を踏まえて本日のアクティブ・ラーニング対話集会において、概要を報告する。 

次年度は神奈川大学のサーバを使い、委員の大学（京都産業大学）と連携して実験を予定 

することが確認された。 

 



実験授業のイメージは以下の通りである。 

 

　フォーラム１ 　検討課題の提示

　演習１ 　認識の共有

　フォーラム２ 　論点に関する準備的討論

　演習２ 　問題整理のための討論

　フォーラム３ 　課題解決を目指す最終的な討論

　演習３ 　課題解決の最終案の取りまとめ

・　発想力
・　分析力

・　論証力
・　説得力
・　調整力

　求める力

・　表現力

　求める力 

　フォーラムにおいてされた討論を前提に、課題解決のため
の現時点での議論の到達点を確認する。

・　すでに研究者などによってなされた議論の到達点を確認する。
・　既存の学術成果を正確に収集して内容を理解する力を養う。
・　それぞれの立場ごとに小グループに分かれても良い。

課題解決の最終案を発信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　一つの課題について3～5週間を使う予定

　求める力

・　読解力
・　分析力

　フォーラム参加学生はそれぞれの立場の立論をし、意見の
相違点を把握して調整するための最終的な討論をする。

・　それぞれの学生（グループ）が解決策をぶつけ合う。
・　正確で説得力のある立論を期待する。
・　相互の意見の相違点を把握し、適切に調整することを期待する。

教室内

　想定される授業内容
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教室内 　教室内の授業において、課題を検討するために必要な基本
情報を確認する
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・　Ｗｅｂサイトなどで法政策的課題を検討している「専門家」
・　社会生活等において法政策的問題に疑問を持つ「一般市民」
・　補助的に「教員」の話題提供の準備はしておく

　想定される検討課題の提供者

・　課題を検討するために必要な法令・判例・用語・概念などの基本的知識を確認し、
共用するための、講義または小グループでの学び合い

　想定される授業内容 　求める力

・　調査力
・　情報リテラシ

　求める力

　フォーラム参加学生は「演習１」で得た知識を活用して、論
点や適用すべき規範を探すための最初の討論をする。

・　発想力や分析力の涵養を目的とする討論を期待する。
・　「演習１」の結果を踏まえて、検討すべき論点や規範を見つける。

　法律以外の分野も含めた、多方面から検討すべき社会的
な問題を提示してもらう

ネット上

法学分野　「法政策フォーラム型授業の運用」
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ネット上

　この段階で期待される討論
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ネット上

　この段階で期待される討論

教室内

　想定される授業内容

　フォーラムでの最終的討論を踏まえて、社会に発信する課
題解決の最終案をとりまとめる。

・　討論の結果について、複数の案を正確かつわかりやすく併記するなど適切に取り
まとめる能力を養う。
・　解決の最終案を社会に発信する形式と方法を理解する。


